
月収0-7

選

かいこう

灰黄の枝をひろぐる林みゆ亡びんとする愛恋ひとつ

『斉唱』

はいせいふゆみみず-

廃井に冬木冤を覗かんとわれらの指は組み合わされつ
じょうばんせん

常磐線わかるる深きカーヴ見ゆわれに労働の夜が来んとして言いつのる時ぬれぬれと口腔みえ指令といえど服し難さかも

れんじゃくおす

冬の日の丘わたり棲む運径は慄悟の雄いまも率たりや

よ

眠られぬ母のためわが諦む童話母の寝入りし後王子死す勘海のかなた瀕死の白鳥を呼び出しており電話口まで

『土地よ`痛みを負え』

列島のすべての井戸は疎らんとして歌いおりふかき地下からつややかに思想に向きて開ききるまだおさな-て燃え易さ耳
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<れない

うつうつと地平をうつる雲ありてその紅はいず-へ搬ぶどの論理も(戦後)を生きて肉厚さ捜しずかなる党をあなどる父よその背後はるかにあらわれてはげし-葡萄を踏む父祖の辞れ

たかすえ

噂きそろう喬き態蝉　彼らさえ戦後をともにせしものの商いくたびか汗をおさめて立ちむかう西欧というは遂に何ならん火を産まんだめいましがだ触れあえる雌雄にて雪のなか遠ざかる
あめあしぁけた

雨脚のしろき炎に包まれて暁のバス発てり　勝ちて還れ肺尖にひとつ昼顔の柁燃ゆと告げんとしっつたわむ言葉は

ちち

沸点に近づくなべに苦し-も薄膜は寄る牛乳のおもてに

i日

朝

管



･カ

説を替えまた説をかうだのしさのかぎりも知らに冬に入りゆ-群衆を狩れよ　おもうにあかねさす夏野の朝の｢群れ｣に過ぎざれは
わたくし

私のめぐりの葉のみ-きやかに世界昏々と見えな-なりつ海こえてかなしき婚をあせりたる権力のやわらかさ部分見ゆ

もえぎ

組織'頼黄の忠誠をこそ薄め釆ぬむらさきの宙われは捧げむ市街地をあとしぎりする機関車の-ろがねの筒負えるかなしき

『眼底紀行』

イフ

おびただしさ無言のifにおびえては春寒の夜の過ぎむとすらむ

さら

烏満ちて沼ありありしエレミアはひざまずきつつ苦を渡いけむ

『天河庭園集』

わか

聞こえぬか聴かぬか天のサムザザム訣れの声は雨に満ちつつ

うすい

飛ぶ雪の碓氷をすぎて昏みゆくいま紛れなき男のこころちかぢかと抱きよせて載るしなやかな幹とわれとの世代差あわれ

いいは

苦しみつつ坐れるものを捨て置きておのれ飯食む飽き足らうまでカムイには女の眼こそ似つかわしけれわれを刺す女の眼こそこここしたが此処へ来よ此処へ時間に殉いてうらざれるだけうらぎりながらかとむれえともつかま家兎の群さやさやと餌をよろこべり羨しきかなや死まで束の間

なあきゆき

はあらばらあばらばねこそ響りいずれ斎藤茂吉野坂昭如

まつ

以上簡潔に手ばや-叙し終りうすむらさきを肥る夕ぐれ雨は全東北を降り覆ふとき霧ながら越ゆこころの峠

うレほ

玄海の春の潮のはぐくみしいろ-づを売る声はさすらふ

『鷲卵亭』

ようあ

生きがたき比の生のはてに桃植ゑて死も明かうせむそのはなざかり原子炉の火ともしごろを魔女ひとり膝に脚へてたのしむわれは

いりひかこ

番に居てむしろ恋ほしむ冬木立簡治の枝没日を囲ふ蓄蕨抱いて湯に沈むときあふれたるかなしき音を人知るなゆめわたつみのいろこのみやゆながれこしたちはなの実はいかにそだたむ

あんたん

ひぐらしはいつとしもなく絶えぬれば四五日は(躁)　やがて暗澹や-ざ雲夕雲さはれ新任の任地さびしき蜂須賀小六

『歳月の贈物』

もはあi)くし

さんごじゆの実のなる垣にかこまれてあはれわた-し専ら私

'じゆ

母逝き四十九の昼すぎぬ晩といひて幹をはなるるつ-つ-法師

ちちわかま

歳月はさぶしき乳を頒てども復た春は来ぬ花をかかばてかくのごとくわれもありしか青春とよびてかなしき閑暇の刑は伊那谷をのぼる列車の野馳の果樹園ひとつ巻きて過ぎたるへやぬちえきくわ部屋内を版籍あらはに行きにしをピザかじりつつ想ひ出でつも

首百隆井岡



たにま

雨の難問の小学校の桜花昭和一げだなみだぐましも

『マ一一エリスムの旅』

だこ

洋風の青さを揚げて海のへに時はうつろふ満ちてうつろふ

よはね

人の生の秋は趨ある生きものの数かぎりな-われに連れそふ

まぼろし

ブルー･トレイン上段に眠る幻を抱きおろしたり夜半の通路へ箸立ての箸扱きながら塩尻のそば一椀になごみゐたりき

『人生の視える場所』

をみない-へすぢ

女とは畿重にも線条あつまりてまたしろがねの蘭と思はむ
いなごのみつおほまた

螺あり野蛮はしとど流るればあらがはを着てヨハネ大股
みぎみみあさづまゆふづま

右耳を夢の領地に浸れながら朝妻に言ひ夕妻に言ふ

くぼち

汗したたる家族のなかにしろがねの凹地となりてかなしゑわれはくくくくと雨空に鳴る矢車や父のいのちの過ぎむあかつき

『禁忌と好色』

こま

しっかなる旋回ののち倒れたる大つごもりの独楽を見て立つ雨傘をはらりひろげて蓬はむとす天はほのかに杉にほひたる手をだせばとりこになるぞさらば手を､近注大津のはるのあはゆきあぢさゐに大かたつむりみどりごにはじめての歯のあはきよろこび飲食のまへの祈りに子と和してあただかき汁に顔ちかづけぬ

『α(アルファ)の星』

亡ぶなら核のもとにてわれ死なむ大智はそこに暗-こごれば

しr-.も

よろづもめ事ひきうけますといふごとさあたたかき月燈りてゐたり

『五重奏のヴィオラ』

をんごくこ

遠国にあたま巨きな児があまた死にゆ-ころの　かたつむりかな栗のいがまだをさなくてゆさゆさとゆるる家族を信州に置-マーキュロのくれなゐなび-少年は日を細めつつ蕎麦をすすりぬ

しつく

秋雨は滴大き-降りもすれ梅の林をあは-煙らせさいはひの浅瀬をわたる一家族提げたる靴を水に映して

あやゐがさ

かすかなる細のひびさして白拍子そらに投げたる綾蘭傘あはれ朝戸出のわれに拡げてたまきはる内なるはねのうるはしき縞運命を見返すときのまなざしと言ふといヘビもさゆらぐなゆめ今ならばさうも言へるが日没が言葉をころすときの重たさ

しんく

比の雨の向うに画家の左手のつぶすチューブの真紅あるべし

うげん

ああ憂患､冷房装置ほぞながさ風をふき出しながら迫ればくらやみの弟として今犬が垂れてゐる舌　泉のうへにささ､さ､寄れ世界をまろ-囲み終ふる究極の紐-愛がこの手に

ひもよは

わが生はくれなゐの紐織るごとしなみだの濡らす夜半ありぬとも

ドラゴン

へイ　龍　カム･ビアといふ声がするまつ晴だせっていふ声が添ふ

『親和力』
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